
世帯数：１,２８５戸
人　口：３,５０６人
　　男：１,７０１人
　　女：１,８０５人

（2023（令和5）年６月１日 現在）

5月14日「下條村健康を考えるつどい★春のさわやかウォーク＆クイズラリー」
雨模様の中、2年ぶりに盛大に開催！
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（3）　令和５年６月１５日	 第	２２０	号 令和５年６月１５日	 第	２２０号　（2）

　この事業は野良猫（飼い主不明猫）をいまの世代からこれ以上増やさないために、昨年度からスタートし
た事業です。手術は車を改造した手術室で行います。また手術した猫は、区別ができるように片耳をＶ字カッ
ト（さくらカット）し、保護した場所へ戻します。手術費は村で負担します。
　今年度は全部で４回の手術を予定しております。

全日程 　６月１３日（火）、９月１２日（火）、１１月１４日（火）、令和６年１月９日 ( 火 )

場 所 　役場地下駐車場（予定）
　不妊去勢手術事業については、猫の保護、運搬はご協力お願いします。村では捕獲器
の貸し出しをしています。手術には予約が必要です。

問い合わせ 　役場振興課建設係　０２６０- ２７- ２３１１

　最近、猫についての相談が多く寄せられています。首輪をしない外飼いの猫もおり、
野良猫だけの問題ではありません。飼い猫のトラブルは飼い主の責任です。飼い主は、飼い猫と野良猫の区
別が付くよう首輪等の目印を付けて頂くようお願いします。
　また猫の室内飼育もお勧めです。室内飼いをすることにより猫は結果的に長く生きられることが多いです。

昨年度の様子

研修の様子

発表会

受講者の皆さん

さくらカット

　「
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
・
高
齢
者
活

躍
人
材
確
保
育
成
事
業
」
と
し
て
、
地
域

に
お
け
る
人
材
不
足
や
現
役
世
代
を
支
え

る
分
野
で
の
高
齢
者
の
就
業
を
推
進
す
る

た
め
、
技
能
講
習
を
通
じ
て
、
高
齢
者
、

企
業
双
方
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
自
信
を
持
っ
て
働
く
こ
と

が
出
来
る
よ
う
必
要
な
知
識
や
技
能
を
習

得
で
き
る
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

▼
日
　
程

　
七
月
二
十
日
（
木
）
〜
二
十
八
日
（
金
）

の
う
ち
三
日
間

▼
会
　
場

　
阿
南
町
民
会
館
　
他

▼
講
　
師

　
文
吾
林
造
園
株
式
会
社

▼
対
象
者

　
六
十
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
興
味
を
お
持
ち
の
方

▼
受
講
料

　
無
料

▼
申
込
み

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田

　
☎
〇
二
六
五
―
二
四
―
八
六
〇
九

　（
公
社
）
阿
南
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材

　
セ
ン
タ
ー

　
☎
〇
二
六
〇
―
三
一
―
一
一
七
一

庭
木
剪
定
講
習
会
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

　
下
條
村
・
松
川
町
・
阿
智
村
の
三
町
村

合
同
で
令
和
二
年
十
一
月
に
開
講
さ
れ
た

「
合
同
人
財
育
成
事
業
」
の
住
民
研
修
講

座
の
成
果
発
表
・
提
言
が
三
月
十
八
日
に

阿
智
村
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
南
信
州
山
都
共
同
社
中
が

受
託
し
、
三
町
村
の
住
民
か
ら
有
志
を
募

集
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ー
ス
ジ
ャ

パ
ン
（
東
京
）
を
講
師
に
招
き
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
思
考
や
論
理
的
思
考
・
デ
ー
タ

の
分
析
方
法
等
を
学
び
、
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
月
に
一
度
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
り
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　
発
表
会
で
は
、
各
町
村
長
の
ほ
か
、
町

村
議
員
や
住
民
の
五
十
名
ほ
ど
が
傍
聴
さ

れ
ま
し
た
。

　
提
言
は
「
市
町
村
の
枠
を
超
え
た
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
」
と
題
さ
れ
、
生
き
残
り
戦

略
・
住
民
参
加
型
ス
タ
イ
ル
の
確
立
を
柱

に
ま
と
め
ら
れ
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　〝
一
〇
〇
年
以
上
つ
づ
く「
よ
い
地
域
」〟

を
目
指
し
て
検
討
さ
れ
た
提
言
で
は
「
住

民
を
属
性
に
応
じ
て
分
類
し
背
策
を
考
え

る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
身
は

「
南
信
州
在
住
者
」
を
第
一
人
口
、「
あ
る

一
定
期
間
の
在
住
者
（
学
生
や
転
勤
者
な

ど
）」
を
第
一
・
五
人
口
、「
か
つ
て
南
信

州
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
人
（
南
信
州
で

生
ま
れ
た
人
・
育
っ
た
人
・
学
生
時
代
に

過
ご
し
た
人
な
ど
）」
を
第
二
人
口
、「
南

信
州
に
関
与
関
心
が
強
い
人
（
南
信
州
が

好
き
で
よ
く
訪
れ
る
人
・
食
べ
物
を
よ
く

取
り
寄
せ
る
人
・
合
宿
な
ど
で
訪
れ
た
人
・

縁
が
あ
り
よ
く
訪
れ
る
人
な
ど
）」
を
第

三
人
口
と
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
に

応
じ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
を
提
案
し

ま
し
た
。

　
第
二
人
口
に
は
、
故
郷
を
思
い
出
す

き
っ
か
け
を
作
る
た
め
、
南
信
州
人
会
Ｓ

Ｎ
Ｓ
・
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
し
て

同
窓
会
・
帰
省
の
際
お
祭
り
の
特
別
席
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
、
田
植
え
や
稲
刈
り
手

伝
い
、
故
郷
納
税
案
内
、
県
外
で
の
交
流

機
会
の
創
出
と
し
て
県
外
で
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
。

　
第
三
人
口
に
は
、
自
分
が
南
信
州
通
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
喜
び
に
思
う
仕
組
み

づ
く
り
と
し
て
、
称
号
付
与
（
南
信
州
大

使
）
し
、
段
位
認
定
を
行
う
こ
と
や
、
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
地
域
認
定
店
で
お

得
に
な
る
な
ど
、
手
厚
く
迎
え
ら
れ
る
よ

う
な
仕
組
み
を
作
っ
た
ら
ど
う
か
。
た
だ

し
、
入
会
金
や
会
費
な
ど
の
一
定
の
ハ
ー

ド
ル
は
設
け
て
お
き
、
こ
の
称
号
の
価
値

を
下
げ
な
い
こ
と
も
必
要
で
あ
り
そ
う
。

　
ま
た
、
外
か
ら
人
を
受
け
入
れ
る
た
め

に
、
現
在
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
は
必
要
と
考
え
る
た
め
、
目
指
す

姿
の
「
多
様
性
を
認
め
る
シ
ス
テ
ム
へ
と

変
革
」
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
要
件

や
問
題
認
識
・
課
題
設
定
を
し
た
上
で
、

ま
ず
は
住
民
自
治
の
基
盤
で
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
向
け
た
実
態

調
査
、
分
析
を
行
う
。
そ
の
上
で
行
政
と

住
民
双
方
の
対
話
に
よ
る
新
た
な
地
域
運

営
ス
タ
イ
ル
を
目
指
す
。
そ
れ
に
は
、
普

段
声
を
挙
げ
づ
ら
い
人
・
議
員
経
由
以
外

に
声
を
届
け
る
す
べ
の
な
い
人
・
参
政
権

の
な
い
子
ど
も
な
ど
、
性
別
や
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
等
問
わ
ず
多
様
な
声
を
集
め
る

ほ
か
、
住
民
側
の
成
熟
度
も
必
要
な
た
め

学
び
の
会
を
開
催
。
こ
の
声
を
議
会
運
営

や
行
政
運
営
に
活
か
す
方
法
を
構
築
し
た

ら
ど
う
か
と
の
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
た
め

に
、
行
政
・
住
民
相
互
の
立
場
・
背
景
の

理
解
と
、
相
手
の
意
見
や
声
を
否
定
す
る

こ
と
の
な
い
〝
対
話
〟
に
よ
り
、
地
域
の

未
来
を
描
く
場
づ
く
り
が
必
要
、
ア
ナ
ロ

グ
型
の
住
民
参
加
ス
タ
イ
ル
を
実
証
し
、

そ
の
ス
タ
イ
ル
を
各
地
域
・
他
地
域
に
実

装
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
未
来
を
考
え
る

人
を
増
や
す
よ
う
な
場
を
仕
立
て
て
い
き

た
い
と
し
ま
し
た
。

住
民
研
修
受
講
者
が
成
果
発
表

三
町
村
合
同
人
財
育
成
事
業

　交通事故にあわない
　感染症にかかる危険が少ない
　ご近所の庭での猫の糞尿や、猫のいたずらによるトラブルが起こらない
　虐待などの被害にあうことがない
　迷子にならない
人も猫も楽しく暮らしていくために、室内飼育をお勧めします。

猫を室内飼い
することの
メリット

令和５年度 猫の不妊去勢手術事業



均等割額 ４０,９０７円
（被保険者一人当たり） ＋
＝

×所得割額
（賦課のもととなる所得金額） ８.４３％

年間保険料額（限度額６６万円）
※保険料額は、収入金額や世帯構成により異なります。

（5）　令和５年６月１５日	 第	２２０	号 令和５年６月１５日	 第	２２０号　（4）

お問合せ先：長野県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　保健事業室（電話０２６- ２２９- ５３２０）

このページに関するお問い合わせは、いきいきらんど下條へ　電話　２７－１２３１

後期高齢者医療制度のお知らせです
　後期高齢者医療制度の保険料率は、今後見込まれる医療費などの推計を基に２年ごとに
見直されます。
　改正２年目となる令和５年度の保険料率は、令和４年度と同額の均等割額４０,９０７円・所得
割率８.４３％となります。
　保険料額は６月下旬に決定し、７月以降に決定通知書をお送りします。

　5月 14日（日）に「下條村健康を考えるつどい★春のさわやかウォーク＆クイズラリー」が行われました。
昨年はコロナ禍ということで開催を見合わせましたが、今年度は大勢の方に参加していただき、あいにくの雨
模様ではありましたが、盛大に開催することができました。

　いきいきらんど下條に集合し、親田の極楽峠パノラマパークを
スタート地点としました。コースは 3種類、①入会山和解の碑
3.5㎞コース　②親田農協選果場 6.5㎞コース　③いきいきらんど
下條 12㎞コース、ご自身の体力やその日の体調により無理のな
いコースで歩きました。途中にはクイズポイントが 12ヵ所あり、
クイズを解きながらウォーキングを楽しみました。12㎞のコース
を歩いた方々はさすがに大変そうでしたが、日々の体力づくりの
成果が出ていたと思われます。6.5㎞が目標だった方が「もう少し
歩けそうだから」と 12㎞にチャレンジするなど、個々の目標を達
成できたようでした。
　村に住んでいながら通ったことのない道があったり、素晴らしい景色を見ることができ、下條村の良いとこ
ろをたくさん再発見できたようです。村外からも参加者があり、下條村の良さをお伝えすることができました。

　ウォーキンググループがウォーキングを楽しんでいる間、いき
いきらんど下條では、「健康を考えるつどい」が行われました。自
立体力検定やシューフィッターの相談会、骨量測定、ピラティス
などの自分の身体の状態を確認し状態を整える催しや、カッセイ
カマン、大道芸人さっちゃん、shimojyo っ鼓、村吹の発表で会
場は盛り上がりました。その他フリーマーケットやキッチンカー、
いずみの家のパン、農業女子まんま、弥栄農園の駄菓子や野菜の
販売、制作コーナーでは亀のわら細工教室を行いました。
　午後からの式典では、3歳児の虫歯ゼロの表彰で 40名のお子さんが、また 8020 の表彰では 6名の方がそ
れぞれに表彰され、歯科に対する意識が高まりました。こころの健康を考える講演会では飯田病院精神科の南
風原先生に「うつ」を中心としたお話をしていただきました。誰にでもなる可能性がある「うつ」について、
住民の方々からは活発に質問が出され、こころの健康について考えるよい機会となりました。
　最後には、大抽選会が行われ、幸運な方々が嬉しそうに景品を持っていかれました。

　子どもから高齢者まで、大勢の方が一堂に会し、新型コロナウイルスによる自粛期間が長かったせいか、
久しぶりに活気が戻ってきたように感じました。この一日を通して自分の健康に意識を向け、今後も健康を
維持していくきっかけになったことと思います。
　ご協力いただいた多くの皆様に感謝いたします。ありがとうございました。

　長野県後期高齢者医療広域連合では、
高齢者の方の健康づくり事業の一環とし
て歯科口腔健診を行います。
　今回対象となる、昭和２２年４月１日～昭和２３年
３月３１日生まれの被保険者に案内通知と受診券をお
送りしています。
　高齢になると、むせこんだり、のどにつかえたり
することが多くなり、これが原因で誤

ごえん せ い

嚥性肺炎（細
菌が唾液や胃液と共に肺に流れ込んで生じる肺炎で
す。）を起こすことがあります。
　お口の健康は、笑顔への第一歩です。固いものが食
べにくい、入れ歯が合わない、特に自覚症状はないが、
お口の状態を確認したい方など、費用は無料ですの
で、ぜひこの機会に受診しましょう。期間は令和５年
７月１日（土）から令和５年１２月３０日（土）まで。
※健診により治療が必要な場合は、その治療費は本人
負担です。

　詳しい健診の方法は案内通知をご覧頂くか、役場
福祉課またはお問合せ先までお願いします。

●均等割額の軽減
　世帯の所得に応じ、７割、５割、２割を軽減します（令和３年度以降）。軽減割合は、被
保険者と世帯主の所得の合計で判定します。

注 1：所得と収入の違い
「所得」とは、前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除額や給与所得控除額など）を引いた金額です。
注 2：給与所得者等の数とは、世帯内の被保険者と世帯主のうち、55万円を超える給与収入を有する者の数と公的
年金等の収入が 125万円（その者が 65歳未満の場合は 60万円）を超える者（給与所得を有する者を除く）の数の
合計をいいます。

所得（注1）が次の金額以下の場合 軽減割合 軽減前 軽減後
43万円+（10万円×給与所得者の数（注2）-１） ７割軽減 40,907 円 12,272 円
43万円+（29万円×世帯の被保険者数）+10万円
×（給与所得者の数（注2）-１） ５割軽減 40,907 円 20,453 円

43万円+（53.5万円×世帯の被保険者数）+10万円
×（給与所得者の数（注2）-１） ２割軽減 40,907 円 32,275 円

「ときめきのさと恋育ファーム」
のご案内

６月 ３ 日（土）　畝たて、苗植え、ごはん会
 【大雨により開催中止】
７月 15 日（土）　追肥、マレットゴルフ、
 ごはん会
８月 19 日（土）　収穫、バーベキュー
９月 23 日（土）　収穫、焼き芋大会

日程・内容

場　　所

対　　象

参 加 費

あいパークやすおか（泰阜村 3319 番地）

お申込みは右のフォームより
（URL：https://ws.formzu.net/fgen/S121497565/）
★申込〆切は各回の前週の金曜日です。

男性　各回 2,000 円
女性　無料

概ね 20 ～ 40 歳の独身者※　
※男性は下條村・泰阜村・阿南町・天龍村在住者に
　限ります。女性は居住地を問いません。

下條村・泰阜村・阿南町・天龍村合同結婚支援事業

自然豊かな南信州 泰阜村で、夏野菜作りを
楽しみながら、新たな出会いを探しませんか？

下條村健康を考えるつどい★春のさわやかウォーク＆クイズラリー

さわやかウォーク＆クイズラリー

健康を考えるつどい

歯科口腔健診を受けましょう



（7）　令和５年６月１５日	 第	２２０	号 令和５年６月１５日	 第	２２０	号　（6）

▲ 4 月 7 日　日赤奉仕団のアルミ缶回収収益金の
中から、保育所へ餅つきの杵を贈呈していただき
ました。

▲ 5 月 17 日　各地区の連絡員の皆さんを対象に、
地区に配布された「しもじょう S-Navi」タブレット
の操作説明会を行いました。

◀︎▲ 5 月 23 日　保育所にて交通安全教室を行い
ました。あいにくの雨で、室内での実施となりま
したが、下條駐在所・橘田所長のお話をしっかり
聞き、交通ルールについて学ぶことができました。

▲▶︎ 6 月 1 日　阿南警察署
より、小学 6 年生 26 名が

「我が家のセーフティリー
ダー」に委嘱されました。
この事業は、子どもたちの
防犯意識の向上や健全育成
等を目的としています。次
代を担うリーダーとして、
6 年生の皆さんの活躍を期
待しています。

◀︎▲ 6 月 2 日の大雨により村内各所で災害が発生
しました。

▲ 5 月 30 日　下條村、泰阜村の小・中学校合同の音楽鑑賞教室を開催しました。子どもたちは、ジャズ・
バンド  Joy Swing Company の皆さまによるジャズ演奏を満喫しました。

令和5年4月から
令和5年6月まで



学
校
だ
よ
り

学
校
だ
よ
り

（9）　令和５年６月１５日	 第	２２０	号 令和５年６月１５日	 第	２２０	号　（8）

▶︎国民年金保険料は納付期限までに納めましょう
　令和５年４月分から令和６年３月分までの保険料は、月額１６,５２０円です。
　保険料の納付期限は翌月末（例えば４月分の期限は５月末まで）です。
　未納のまま放置されると強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに納付がない場合は延滞
料金が課されるだけでなく、納付義務のある方（※）の財産が差し押えられる場合がありますので、必ず納付期
限までの納付をお願いします。
（※）納付義務者とは被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主です。
▶︎国民年金保険料には免除・猶予の制度があります
　保険料を未納のまま放置してしまうと、障害や死亡といった不慮の事態が発生した時に、障害基礎年金や遺族
基礎年金を受給できない場合があります。
　経済的な理由等で保険料の納付が困難な時は、保険料の納付が免除・猶予となる「保険料免除制度」や「納付
猶予制度（５０歳未満の方のみ）」「学生納付特例制度（学生の方のみ）」がありますので、住民登録のある自治体
の国民年金担当窓口で手続きをしてください。
▶︎産前産後期間の国民年金保険料が免除になります
　出産予定日または出産日が属する月の前月から４カ月間（多胎の場合は３カ月前から６カ月間）の保険料が免除
になります。　　
　お手続きは出産予定日の６カ月前から可能です。
　住民登録のある自治体の国民年金担当窓口でお早目の手続きをお願いします。
▶︎会社を退職したときは年金の切替え手続きが必要です
　２０歳以上６０歳未満の方が会社を退職され、農業者、自営業者、学生、フリーター、無職等になった場合には、
国民年金第１号被保険者（または３号被保険者）への切替え手続きが必要です。
　住民登録のある自治体の国民年金担当窓口でお早目の手続きをお願いします。

国民年金のご相談・お手続きについては、役場住民税務課住民係（２７- ２３１１）またはお近くの年金
事務所（飯田年金事務所 ０２６５- ２２- ３６４１）までお問合せください。

＝ 日本年金機構からのお知らせ ＝修
学
旅
行
の
思
い
出

中
学
三
年
　
實
原
陽
菜

　
私
の
修
学
旅

行
で
の
一
番
の

思
い
出
は
二
日

目
の
班
別
行
動

で
す
。
班
別
行

動
で
は
、
た
く
さ
ん
の
お
寺
や
神
社
に
行

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
伏
見
稲
荷
大
社

が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
計
画
の

段
階
で
は
、
時
間
の
都
合
で
行
け
な
い
は

ず
だ
っ
た
の
で
す
が
、
当
日
時
間
に
余
裕

が
で
き
た
た
め
行
く
こ
と
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
伏
見
稲
荷
大
社
で
は
、

「
狐
」
が
た
く
さ
ん
祀
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

一
番
有
名
な
の
は
、千
本
の
鳥
居
で
す
が
、

頂
上
ま
で
続
く
鳥
居
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。最
後
ま
で
は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

と
て
も
楽
し
く
登
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
伏
見
稲
荷
大
社
の
御
朱
印
が

と
て
も
か
わ
い
か
っ
た
の
で
、
ど
の
御
朱

印
を
購
入
し
た
ら
よ
い
か
悩
み
ま
し
た
。

お
み
く
じ
も
他
の
神
社
と
は
違
い
、
吉
凶

の
種
類
が
十
七
種
類
も
あ
り
ま
し
た
。
友

達
が
お
み
く
じ
を
引
い
て
い
る
の
を
見
て

と
て
も
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
び
っ
く
り
し
た
こ
と
に
、
班

の
男
子
が
い
つ
の
間
に
か
タ
ク
シ
ー
の
運

転
手
さ
ん
と
仲
良
し
に
な
っ
て
い
た
こ
と

で
す
。
最
初
は
、
と
て
も
不
安
だ
っ
た
班

別
行
動
で
し
た
が
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手

さ
ん
が
写
真
を
撮
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

見
学
場
所
の
説
明
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
り

し
た
お
か
げ
で
と
て
も
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
五
年
一
月
二
十
七
日
に
建
設
に
着

手
し
た
「
下
條
村
子
ど
も
第
三
の
居
場

所
」。

　
令
和
五
年
十
二
月
の
施
設
完
成
を
目
指

し
て
、
現
在
建
設
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
正
式
な
オ
ー
プ
ン
は
令
和
六
年
四
月
を

予
定
し
て
お
り
、
施
設
の
建
設
と
並
行
し

て
、
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
こ
の
場
所
は
、
家
庭
や
学
校
以
外
の
場

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
居
場
所
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
活
用

や
、
学
校
に
足
が
向
か
な
い
子
ど
も
た
ち

の
活
動
・
支
援
の
場
の
提
供
、
相
談
の
受

付
、
体
験
活
動
の
実
施
な
ど
、
多
様
な
活

動
が
で
き
る
場
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、「
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
連

携
運
営
協
議
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
必
要
と
さ
れ
る
居
場
所

と
な
る
よ
う
、
実
際
に
子
ど
も
に
関
わ
る

仕
事
や
支
援
活
動
を
し
て
い
る
方
々
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
活
用
方
法
や
運
営

方
針
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
の
進
捗
状
況
や
、
事
業
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
決
ま
り
次
第
随
時
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
他
に
も
今
回
の
修
学
旅
行
で
は
、
日
本

の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
集
団
で
生
活
し
て
い
く
た
め
に
大

切
な
「
自
分
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
他
の

人
の
こ
と
も
考
え
行
動
す
る
。」
と
い
う

こ
と
も
学
び
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
み
ん
な
で

三
月
に
笑
顔
で
卒
業
式
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
協
力
し
合
っ

て
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

建設中の様子

「
下
條
村
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
」

の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
、
皆
様
の
ご

意
見
・
ご
要
望
を
募
集
し
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
や
保
護
者
の
方
は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
声
を
ぜ
ひ

お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

「
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
」

建
設
が
進
む

建
設
が
進
む



職
業
フ
ェ
ス
開
催

小
中
学
校 

大
会
の
記
録

（11）　令和５年６月１５日	 第	２２０	号 令和５年６月１５日	 第	２２０	号　（10）

ＮＰＯ法人元気だ下條の
連絡先・事務所が変わりました。

0260-31-0020
（NTT回線）

FAX 番号は今までどおり
050-3512-4260

新しい電話番号

（旧オフトーク下條）新事務所

新事務所
下條村役場

　
五
月
十
二
日
（
金
）
に
下
條
中
学
校

に
て
中
学
二
年
生
に
よ
る
「
職
業
フ
ェ

ス
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
下
條
村
で
は

ど
ん
な
人
が
ど
ん
な
お
仕
事
を
し
て
い

る
か
、
働
く
こ
と
の
楽
し
さ
、
仕
事
の

意
義
等
を
下
條
村
内
で
働
く
事
業
所
の

皆
様
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
企
業
は
、
㈲
新

第
四
十
回
飯
伊
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
兼

第
三
回
南
信
地
区
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

予
選
会
（
五
月
二
十
一
日
（
日
）
飯
田
市
）

【
女
子
】　

【
小
学
生
・
コ
ン
バ
イ
ン
ド
Ｂ
（
走
幅
跳
、

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投
）】

　
久
保
田
姫
彩
　
一
位

　
古
田
　
陽
愛
　
二
位
　

【
小
学
四
年　

一
〇
〇
ｍ
】

　
川
上
　
　
椿
　
一
位

【
小
学
五
年　

一
〇
〇
ｍ
】

　
古
田
　
華
月
　
六
位

【
男
女
混
合
】

【
小
学
混
合　

四
×
一
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
】

　
金
田
　
芽
彩
、
林
　
　
大
翔
　
三
位

　
入
賞
し
た
六
名
は
南
信
大
会
進
出

第
二
十
四
回
飯
伊
中
学
生
陸
上
競
技
大
会

（
五
月
二
十
一
日
（
日
）
飯
田
市
）

【
男
子
】

【
中
学
男
子
三
〇
〇
〇
ｍ
】

　
野
村
　
一
馬
　
四
位

【
女
子
】

【
中
学
女
子
一
五
〇
〇
ｍ
】

　
下
嶋
　
花
菜
　
二
位

　
五
月
二
十
一
日
、
飯
伊
小
学
生
陸
上
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
小
学
校
で
は
、
大
会
に
参
加
を
希
望
し

た
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
児
童
と
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
児
童
あ
わ
せ
て

二
十
七
名
が
、
一
緒
に
朝
練
習
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
児
童
か
ら
は
、「
い
っ
ぱ
い
練
習
し
て

疲
れ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」「
大
変
だ
っ

た
け
ど
毎
日
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
が

多
く
聞
こ
え
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
だ
れ
も
が
全
力
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
自
己
ベ
ス
ト
に
挑
み
ま
し
た
。

「
ほ
か
の
学
校
に
は
も
っ
と
速
い
子
が
い

た
」

「
南
信
大
会
に
行
け
な
く
て
く
や
し
か
っ

た
」

井
工
務
店
、
下
條
開
発
㈱
、
下
條
駐
在

所
（
阿
南
警
察
署
）、
㈱
そ
ば
の
城
、

親
田
高
原
た
ま
ご
屋
さ
ん
、
リ
ン
ク
ス

テ
ッ
ク
Ｙ
Ｇ
Ａ
㈱
の
六
事
業
所
。

　
二
年
生
は
六
事
業
所
の
中
か
ら
三
事

業
所
を
選
択
し
、
体
験
も
含
め
て
た
く

さ
ん
の
お
話
を
聞
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
二
年
生
か
ら
は
、「
働
く

と
い
う
こ
と
に
関
す
る
お
話
や
仕
事
に

関
わ
る
体
験
を
通
し
て
、
仕
事
を
す
る

上
で
大
切
な
こ
と
や
考
え
方
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
は
働
く
こ
と

は
お
金
の
た
め
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
大
変
な
こ
と

の
中
で
も
や
り
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
き
ま

し
た
。
今
回
学
習
し
た
こ
と
を
生
か
し

て
、
職
場
体
験
や
進
路
に
つ
い
て
の
学

習
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。」
と

い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
八
月

の
職
場
体
験
を
前
に
と
て
も
貴
重
な
経

験
が
で
き
ま
し
た
。

　
五
月
一
日
か
ら
小
学
校
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム
、
小
中
学
校
体
育
館
・
グ
ラ

ン
ド
の
管
理
が
一
括
し
て
教
育
委
員
会

と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
利
用
申
請
書

を
各
学
校
に
提
出
頂
い
て
お
り
ま
し
た

が
、教
育
委
員
会
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

学
校
行
事
等
で
使
用
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

小
中
学
校
施
設
の
利
用
申
請

ママたちのための
『 ピアノコンサート 』

　つどいの広場では、おなじみの中津 美奈子先生
をお招きし、ピアノコンサートを開催します。
　子育て中のママたちに、ほっと落ち着けるひと時を
お届けします。
　一般の方、大人のみの方もご参加いただけます。

日時：令和５年７月１８日（火）
　　　１０：００ 開場、１０：１５ 開演
場所：コスモホール　大ホール
申込：事前にお申し込みが必要です。

つどいの広場のご
利用時、またはつ
どいの広場（２７-
２２５２）、教育委員
会（２７-１０５０）へ
電話にてお申し込み
ください。

「
本
気
を
だ
せ
て
よ
か
っ
た
」

と
、悔
し
さ
や
満
足
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　「
も
っ
と
は
や
く
な
り
た
い
」「
秋
の
大

会
に
も
出
た
い
」
と
、
早
く
も
次
な
る
目

標
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
。

　
引
き
続
き
応
援
し
て
い
ま
す
！

小
学
生
、

自
己
ベ
ス
ト
に
挑
む
！

特集

お知らせ



熊
谷
隆
雄 

氏

瑞
宝
双
光
章
を
受
章

熊
谷
隆
雄 

氏

瑞
宝
双
光
章
を
受
章

阿
南
防
犯
協
会
連
合
会

通
常
総
会
に
て

阿
南
防
犯
協
会
連
合
会

通
常
総
会
に
て 五

月
二
十
二
日

五
月
二
十
二
日

第
七
十一回

阿
南
交
通
安
全
協
会

定
期
総
会
に
て

阿
南
交
通
安
全
協
会

定
期
総
会
に
て

五
月
三
十
日

五
月
三
十
日

第
七
十
二
回

令和５年６月１５日	 第	２２０	号　（12）

　
元
下
條
村
収
入
役
の
熊
谷
隆
雄
氏

（
菅
野
）
に
対
し
、
多
年
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
双
光
章
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
月
二
日
、
役
場
で
隆
雄
氏
の
長

男
の
秀
隆
氏
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

阿
南
防
犯
協
会
連
合
会

功
労
表
彰

　
新
井
　
裕
明
さ
ん
（
菅
野
）

新
保
護
司
の
着
任

　
長
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
ご

活
躍
い
た
だ
い
た
亀
割
清
子
さ
ん
は

令
和
四
年
十
一
月
九
日
に
任
期
満
了

と
な
り
ご
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
期
保
護
司
と
し
て
令
和
五
年
五

月
二
十
日
よ
り
合
上
の
細
田
剛
氏
が

着
任
し
て
い
ま
す
。

　
睦
沢
地
区
担
当
保
護
司:

宮
島
清

村
の
人
事

細田　剛 氏
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長
野
県
警
察
本
部
長
・

県
交
通
安
全
協
会
長　

連
名
表
彰

交
通
安
全
功
労
者

　
亀
割
　
　
明
さ
ん
（
鎮
西
）

優
良
運
転
者

　
小
木
曽
浩
大
さ
ん
（
休
戸
）

阿
南
警
察
署
長
・

阿
南
交
通
安
全
協
会
長　

連
名
表
彰

交
通
安
全
功
労
者

　
竹
村
　
正
計
さ
ん
（
新
田
）

　
杉
山
　
　
悟
さ
ん
（
桃
立
）

（故）
大
石
寿
美
子
さ
ん
（
上
野
原
）

優
良
運
転
者

　
林
　
　
浩
二
さ
ん
（
小
松
原
）

　
塩
沢
　
和
弘
さ
ん
（
山
一
東
）

　
菅
沼
　
昭
一
さ
ん
（
新
井
）

　
菅
沼
美
由
紀
さ
ん
（
新
井
）

（敬称略）

戸籍の戸籍の
窓口窓口

令和５年４月１日
～

令和５年５月３１日
掲載承諾書受付分

　
宮
島
　
圭
輔
さ
ん
（
北
又
）

　
熊
谷
　
　
優
さ
ん
（
北
又
）

　
古
田
　
　
孟
さ
ん
（
北
平
）

　
松
本
　
龍
貴
さ
ん
（
長
原
）

交
通
安
全
功
労
団
体

　
メ
イ
コ
ー
設
備
（
有
）

寛
氏
、
陽
皐
地
区
担
当
保
護
司:

細

田
剛
氏
の
体
制
と
な
り
ま
し
た
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
出
生

（
子
の
名
）	

　	

　（
保
護
者
）	

（
地
区
）

柄
澤
　
孝こ
う

紀き

　
　
翔
　
太	

新
　
田

久
保
田
健け
ん
せ
い生

　
　
真
　
司	

粒
　
三

小
林
　
志ふ

み

き祈
　
　
愛
　
実	

新
中
原

滝
沢
　
結ゆ
い

菜な

　
　
裕
　
矢	

上
野
原

大
野
　
寛か
ん

太た

　
　
浩
太
郎	

山
　
二

♥
婚
姻

　
林
　
　
直
幸
　
飯
田
市

　
飯
嶋
　
香
代
　
長
　
原

■
死
亡

（
亡
く
な
っ
た
人

）（
年
齢

）（
喪
主

）	

（
地
区
）

福
沢
　
京
子
　
65
　
好
　
人	

桃
　
立

熊
谷
　
克
弘
　
80
　
敏
　
弘	

北
　
又

木
下
清
惠
子
　
53
　
𠀋
　
久	

北
　
平

篠
田
　
明
仁
　
90
　
明
　
美	

合
　
南

古
田
　
　
穗
　
90
　
和
　
夫	

原
　
平

古
籏
　
す
み
　
89
　
政
　
人	

入
　
野

{


